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COME TRUE とは、「実現する、本当になる」
という意味を持つ言葉です
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小田急多摩線延伸促進協議会
会　長　成　川　　　猛　　　

　私ども小田急多摩線延伸促進協議会は、小田急多摩線延伸の早期実現を
強力に推進することを目的に、PR 活動や要望活動など、様々な活動を展開
してまいりました。
　こうしたこれまでの活動が実を結び、昨年４月には、国の交通政策審議会

答申において小田急多摩線の延伸が意義のあるプロジェクトの一つとして位置付けられたところですが、延伸を
実現するためには、地域の熱意を関係機関へ伝えていくことが大切です。
　本協議会では、延伸の一日も早い実現を目指し、今後も積極的に取り組んでまいりますので、より一層のご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

小田急多摩線延伸促進協議会構成団体 　（30団体）

相模原市自治会連合会、各地区自治会連合会（小山、清新、横山、中央、星が丘、光が丘、大野北、大沢、田名、上溝）相模原市自治会連合会、各地区自治会連合会（小山、清新、横山、中央、星が丘、光が丘、大野北、大沢、田名、上溝）
相模原商工会議所、相模原市商店会連合会、相模原中央商店街協同組合、相模原西商店街協同組合、相模原東商店会、
さがみ夢大通り商店会、西門地区商業地活性化協議会、南橋本商栄会、矢部商工みどり会、上溝商店街振興組合、田名商工連盟、
高校通り商栄会、水郷田名観光協会、田名財産管理委員会、田名地区公共交通整備促進協議会、相模原青年会議所、
相模原市農業協同組合、東京地方税理士会相模原支部、神奈川県社会保険労務士会相模原支部

　小田急電鉄では、快適な輸送サービスを提供するため、列車の増発や長編成化をはじめとする輸送力の増強を
進めてきましたが、依然として高い混雑率であり、また、運転間隔が短くなることで個々の列車の速度が低下
し、所要時間が増えるといった課題があ
りました。この課題を抜本的に改善し、
快適な輸送サービスを実現するために、
上下線を各２本ずつ計４本の線路にする
「複々線化」を東北沢～和泉多摩川間で
実施しており、2018年３月の複々線化に
向けて工事を進めています。

2018年３月複々線完成

　小田急線海老名駅とJR相模線海老名駅の両駅間に広がる事業用地
（駅間地区）の開発計画が決定しました。
　2025年度の事業完成に向け、小田急電鉄では海老名市との協議を継続
しながら計画を具体化し、駅を中心とする東西一体の中心市街地にふさわ
しいまちづくりの実現に向け、行政と一体となった、魅力あるまちづくりを進めていきます。

海老名駅間地区開発が進行中

小田急電鉄の取組みの紹介
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❶混雑緩和による快適な輸送環境の提供

混雑緩和のイメージ（混雑率）

体が触れ合い
やや圧迫感がある

新聞や雑誌を楽な姿勢で
読むことができる

ラッシュ時間帯を中心に列車を増発
（ピーク１時間あたり、現行27本➡完成後36※本へ）

主な駅からの所要時間の変化
【新宿駅まで 平日8：30頃到着】
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http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/toshikotsu/20804/22611/001664.html
多摩線延伸協議会議会 検 索【小田急多摩線延伸促進協議会の取組】

抜本的な混雑緩和を実現し、
快適な輸送環境を提供

他路線との差別化を
実現し、お客さまから
選ばれる路線へ

千代田線直通列車を増発
（ピーク１時間あたり、現行5本➡完成後12※本へ）

都心中心部方面へ
利便性をより強化

※最混雑区間（世田谷代田➡下北沢間）の運行本数

※新宿方面へは、現行22本➡完成後24本

❷所要時間短縮による都心方面へのアクセス向上
ラッシュ時間帯を
中心に速達性を向上

❸千代田線直通列車増発による都心中心部への利便性拡大　

複々線完成後の運行本数や所要時間は目安であり、今後変更となる場合があります。

 
  
  
 
 

 
 

 
 
 

 

  

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

 
  
 

  

延伸を早期実現させよう！
和泉多摩川～向ヶ丘遊園間（登戸～向ヶ丘遊園は3線化）
改良工事区間（1.4㎞）

複々線化事業区間（10.4㎞）

複々線完成区間
（8.8㎞）

工事中区間

複々線
完成区間
（0.7㎞）

（1.6㎞）
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（一部返還地を含む）
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延伸を早期実現させよう！
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　多摩ニュータウンへのアクセス路線として、現在、新百合ヶ丘駅から唐木田駅まで整備されている
小田急多摩線について、町田市を通り、JR横浜線相模原駅、JR相模線上溝駅、更には、田名地区
を経由し、愛川・厚木方面へ延伸する計画です。
　昨年４月の交通政策審議会答申（国土交通省）において、東京圏の都市鉄道が目指すべき姿を
実現する上で意義のあるプロジェクトとして位置付けられています。

小田急多摩線延伸とは

小小小
木木田木田    小 

田 

線線

早期の延伸
実現で地域の
魅力度UP

乗換なしで
都心に直結！

相模原駅から
新宿駅まで
約２０分短縮！

※1

※１　平成24、25年小田急多摩線
延伸計画に関する研究会
報告書より

　新型特急ロマンスカー「70000形」を、2017年度末の営業運転開始を目指し、製造することが決定しました。
　ダイナミックな眺望を創出する展望席の設置や車両の左右の振動を抑制する装置の搭載
などにより居住性と乗り心地の向上が図られるほか、バリアフリーに配慮したユニバーサル
デザインを採用するなど、多様なニーズに対応した新型ロマンスカーが登場します。

新型特急ロマンスカー 70000形が登場

出展：小田急電鉄
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わたしたちも「小田急多摩線延伸促進活動」を応援しています。

相模物産㈱
神奈川県相模原市中央区上溝1878

（全農ミート前）

本　社：TEL 042(755)3521
ギフトプラザ：TEL 042(752)8471
ht tp : sagam ibussan . j p

贈り物・お返し物のことなら…
○婚礼引出物出産　  ○新築
○快気祝　　　　　  ○中元
○歳暮　　　　　　  ○記念品
○販促品　　　　　  ○御法事
○御葬儀用返礼品

　本協議会と町田市の「小田急線延伸
を促進させ最寄り駅を誘致する会」、
「町田小山小田急多摩線延伸促進協議
会」、愛川町の「愛川小田急多摩線促
進協議会」は活動効果を高めるため、
合同で要望活動に取組んでいます。
　平成28年度は小田急電鉄及び神奈
川県、町田市、相模原市に対して要望
書を提出し、小田急多摩線の早期実現
に向けて取組みを進めていただくよう要望しました。今後も関係機関に対して、
延伸の早期実現に向けた要望活動を実施してまいります。

要望活動を行いました

合同で要望している４団体の紹介

　４月の相模原市民桜まつりでは、延伸ニュースの配布やビデオ等を用いた啓発活動
を行なうとともに、10月の潤水都市さがみはらフェスタでは、延伸ニュースの配布
に加え、ロマンスカーのペーパークラフトコーナーを設けるなど、子どもから大人
までを対象に幅広くPR活動を行いました。

イベントでのPR活動

小田急電鉄平成14年度
これまでの要望活動

神奈川県、小田急電鉄、町田市、相模原市平成20年度

国土交通省関東運輸局、神奈川県、小田急電鉄平成27年度
神奈川県、小田急電鉄、町田市、相模原市平成28年度

神奈川県、小田急電鉄、町田市、町田市議会、
相模原市、相模原市議会平成21年度～平成26年度

小田急電鉄、相模原市平成15年度～平成19年度

沿線の団体の取組み（田名地区）
田名地区公共交通整備促進協議会
　平成19年に設立された団体で、田名地区への小田急
多摩線延伸について、市長などへの要望や署名、横断幕
の設置など、地域ぐるみで活動しています。
　交通政策審議会答申では、田名地区への延伸は、上溝
までの整備の進捗状況を踏まえつつ検討することが適当
とされていますが、田名の思いをこめて取り組みを進め
ています。

本年４月22日、南北道路が開通！
　相模総合補給廠北側から相模原駅方面へのアクセス性の
向上を図るとともに、まちづくりにおける南北の主要道路
として、本年１月から暫定的な整備が進められてきた
「南北道路」につきまして、４月22日に供用を開始します。
　将来は、この道路の下に小田急多摩線が走ります。

南北道路
相模原駅北口付近拡大図

平成28年度 小田急多摩線延伸促進協議会活動報告

神奈川県への要望活動

相模原市民桜まつりでのブースの様子相模原市民桜まつりでのブースの様子 潤水都市さがみはらフェスタでのブースの様子潤水都市さがみはらフェスタでのブースの様子

小田急多摩線延伸・上溝駅開設推進協議会
　小田急多摩線の延伸を上溝まで早期に実現させるため、地区住民が一体となり
延伸推進活動を積極的に行うとともに、近未来の上溝地区を希望にあふれ、賑わい
のある、住みやすいまちに創生することを目的に本年３月に設立された団体です。
　延伸の早期実現に向け、要望や陳情、調査研究や広報宣伝活動などの取組が
進められます。

新たな協議会設立（上溝地区）

○小田急線延伸を促進させ最寄り駅
を誘致する会
　町田市小山地域の鉄道による交通
の利便性改善により、地域の発
展等を図り、安全で住み良い環境
づくりを進めることを目的に設立
された団体です。毎年、小山地域
を始めとした市全体のまちづくり
について、町田市へ提言等を
　行なっています。

○小田急多摩線延伸促進協議会
　小田急多摩線の実現に向けて、地
域の主体的な誘致活動が必要なこ
とから、平成14年に設立しまし
た。関係機関への要望活動や、イ
ベントでの延伸に関するPR活動、
他の住民団体と連携した取組み等
を行なっています。

○町田小山小田急多摩線延伸促進
　協議会
　平成19年に設立された団体で、毎年、
小田急多摩線延伸の早期実現や地元
への新駅の設置、交通網の整備につ
いて、町田市長への要望を行なって
います。４月に開通する相模原駅北側
の南北道路は、地域の悲願の一つで
あるとのことです。

　小田急多摩線の延伸促進を目的と
して平成25年に、町内の全21行政
区および22の商工団体により設立
された団体です。町内のイベント
などでのPR活動や、相模原市・
町田市の住民団体と連携した関係
機関への要望活動、延伸に関する
情報交換などに取り組んでいます。

※唐木田側の団体から
　紹介します。

現在の北口駅前ロータリー
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○愛川小田急多摩線延伸促進協議会


